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「防汚 ・消臭 ・抗菌」を同時に機能できる物質 として、













*本 報 告〈その1>は 、平成25年度～平成27年度3年 間継続 実施す










































・タ ングステ ンを使 用 しない
・酸化 チタ ンに第2物 質 を担持 した世界最高 の160倍、
すなわ ち酸化 タングステ ンの10倍 の光触媒効果 を発
現す る量子触 媒 を適 用
ポイ ン ト②
・繊維加 工に適す る量子触媒用バイ ンダの開発
・高い光触媒効果を実現す る量子触媒付着技術の開発
・量子触媒加 工に適す る繊維加 工装置の設計 ・開発
特徴
・量子触 媒の適 用で資源枯 渇問題 を解 消。
安心 ・安全かつ経済性 に富む世界最高の性 能 を実現
・繊維付 着バイ ンダ ・繊維加 工技術 ・加 工装置の開発
・医療 ・介護 ・食 品加 工 ・一般衣料製 品 な ど多用途展
開











一般的なイ ンフルエ ンザ ウイルス、結核菌、あるいは




近傍空間にOHラ ジカルを発生、OHラ ジカルは菌 ・ウ
イルスなどの細胞膜を破壊死滅、さらに菌死滅後に残 る
ベロ毒素などの有害物質も分解除去し、人や動物へ害を
及ぼさず、これ らの機能は長期間劣化 しない 【図2.3】。
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有害物黄か〔旧ラシカルと接舷 物貫を椙成するオ、素か張割的に分雌 瞥t二うyr'甲,':
出典 ㈱ ピースワーク・エ コララポー トHP
図2.3光 触 媒 の 防 汚 ・消 臭 ・抗 菌 メ カ ニ ズ ム
Fig.2.3Antifouling,deodorization,antibacterial
mechanismofphoto-catalyst















































抗菌防臭加工 制菌加 工(一般用途) 制菌加工(特定用途) 光触媒抗菌加工
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薬剤 ・制菌加 工




・ ・ O O ・ O
光触媒 ・抗菌加工
紫 0 0
●印:薬 剤加工 ・必須菌(JTECT認証に試験データの提出を必要 とする菌種)





















汗臭 加齢臭 排せつ臭 タバコ臭 生ごみ臭
アンモニ
ア臭
ア ンモニア 0 0 0 0 0 0
酢酸 0 0 0 0
イソ吉草酸 0 0
イネナール 0
メチル メルプ タン 0 0
硫化水素 0 0 0
イ ン ドー ル 0






イソ吉草酸 85%以上 95%以上 ガスク ロマ ト
イネナール 75%以上 90%以上 ガスク ロマ ト
イン ドー ル 70%以上 一
アンモ ニア 70%以上 80%以上 検出管
酢酸* 一 70%以上 検出管
メチル メル カプタン 70%以上 一
硫化水素 70%以上 一
アセ トアルデ ヒ ド 70%以上 70%以上*㌔ 検出管勲
ピリジ ン 70%以上 一



















































































く一 一 繊維 一一一咽レ
(a)従来の付着技術 (b)新規付着技術
図3.2繊 維 付 着 技 術 の 比 較
Fig.3.2Comparisonofthetextilefabric
adheringtechnique









洗濯方法、 JISLO217103号準拠 吊干 し
洗濯回数 30回(規 格 の3倍)
吸水性試験 JISL1907沈降法 1秒





























医療 ・介護 現場で使用 され る医療 ・介護用繊維
製 品へ の抗生物質や薬剤 使用 に変 え、量子触媒 を
用 いた高い消臭 ・抗 菌機 能の安全安 心な 医療 ・介
護用繊維製 品を経済的 に開発す るものである。
図3.4で示す よ うに、①光触媒効果160倍の量
子触媒 を合成、②用 途別 にバイ ンダ等 を加 え量子
触媒剤 を調合、③繊維加 工技術 と加 工装置 を開発
し、洗濯 耐力が高 い、抗菌性 に優れ る繊維 を加 工
す る。
これ によ りリユー スを想定す る 「介護 ・入 院衣料 、
タオル ・一般衣料 、食 品加工衣料 」か ら、使 い捨
て を想 定す る 「医療 用 ・医療特殊用 途繊維」製 品




































































4.量 子触媒加工繊維 の利点 と適用領域
紫外光の届かない環境においても、強力な光触媒効果
















































図3.4量 子触 媒加 工 繊維 製 品 の 開 発概 念 図
Fig.3.4DevelopingconceptualdiagramofthetextilesadheredQuantumcatalyst
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